














































































































































































































































































S．M C．Y C．C K．Y
覚
醒 最　大 146 150 i32 ．155
時
（一 最　小 55 63 66 58
目 平　均 94，1 101．5 87．1 76．O）
体 最　大 ユ39 161 120育 129
授 最　小 94 106業 89 71
中 平　均 120．1 126，5 106．0 96．9
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　以上，結果を全体的にみると，今回は車いす使用の学生に焦点を合わせ，日常生活と体育授業中
の心拍数の変動についてみるとともに，体育授業中に実施する運動が座位姿勢と立位姿勢では心拍
数にどのようなる変化がみられるかをみようとした。その結果，車いすを使用していない学生も含
め，いずれの者も体育授業中に実施した卓球の練習時には，」座位姿勢に比べ立位姿勢で約20拍／分
ほど高い120拍／分前後の心拍数を示しれなお，車いす使用の学生が座位姿勢で実施した他の運動
時には120拍／分近い心拍数を示す場面はみられなかった。これらのことより，車いす使用の学生で
立位姿勢が可能な者は，出来るかぎり立位姿勢での運動が心拍数よりみた運動強度の面からも望ま
しく思われる。また，今回実施した体育授業中の卓球は前回の報告にあるように，いずれの者も平
均心拍数が100拍／分を継続して超えており，特に疲れた様子もなく，養護コースの実技種目とし
て，生涯体育の観点からも手軽に楽しめるスポーツとして適当な運動と思われる。しかしながら，
車いす使用の学生は各個人の症状に個人差が大きく，今後，さらに身体活動量，運動強度，さらに
はリハビリテーション等の観点より各個人に応じた運動内容について検討を加える必要がある。
IV　宴　　　約
　前回に引き続き，養護コースの体育実技指導上の基礎資料を得るために，日常生活と体育授業中
の心拍数の測定を行った。今回は特に車いす使用の学生に焦点を合わせ，体育授業中における卓球の
練習時での座位姿勢と立位姿勢の心拍数の変動についてみようとした。以下に結果を要約する。
　1．車いす使用の学生は日常生活覚醒時の平均心拍数が100拍／分前後とやや高い値を示してお
り，体育授業中の平均心拍数も120拍／分以上を示しており，共に車いすを使用していない学生に比
べやや高い心拍数を示す傾向がみられる。一方，各人の日常生活覚醒時と体育授業中の平均心拍数
を比べると，いずれの者も体育授業中は約20拍／分ほど高い心拍数を示している。
　2．体育授業中での卓球の練習時における平均心拍数についてみると，いずれの者も座位姿勢に
比ぺ，立位姿勢では約20拍／分高い120拍／分前後の心拍数を示している。特に車いす使用の学生は
立位姿勢時に120拍／分を超える高い心拍数を示している。
　3．いずれの者も日常生活覚醒時に120拍／分を超える心拍数が登下校時を含め短時間はみられる
が，体育授業中では120拍／前後の継続した心拍数の変動がみられる。
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